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海外旅行人数は過去最高* 
283 万人（前年比＋4.1％） 

 

〇国内旅行人数は前年並み  
〇ボーナスは増加も旅行への支出は控えめ 
〇国内は家族で帰省 海外はハワイ・近場アジアが人気 
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＊調査比較できる 2000 年以降 

JTB は、「夏休み（7 月 15 日～8 月 31 日）に、1 泊以上の旅行に出かける人」の旅行動向の見

通しをまとめました。 

この調査は、1,200 人から回答を得た旅行動向アンケート、経済指標、業界動向や航空会社の予

約状況、JTB グループの販売状況などから推計したもので、1969 年に調査を開始して以来、今年

で 50 回目となります。 

調査結果は以下のとおりです。 

 

（表１）2018 年夏休みの旅行人数、旅行平均費用、旅行消費額の推計 

  
2018 年夏休み 2017 年夏休み 

推計値 前年比 前年増減 実績推計 前年比 

総 旅 行 人 数 ７，７４３万人 ＋０．１％ ＋１０万人 ７，７３２万人 ＋０．７％ 

 国 内 旅 行 人 数 ７，４６０万人 ±０．０％ ±０万人 ７，４６０万人 ＋０．７％ 

 海 外 旅 行 人 数 ２８３万人 ＋４．１％ ＋１１万人 ２７２万人 ＋３．０％ 

国 内 旅 行 平 均 費 用 ３４，０００円 ▲１．２％ ▲４００円 ３４，４００円 ＋２．１％ 

海 外 旅 行 平 均 費 用 ２１４，５００円 ▲０．７％ ▲１，５００円 ２１６，０００円 ▲０．１％ 

総 旅 行 消 費 額 ３兆１，４３９億円 ▲０．２％ ▲７２億円 ３兆１，５１１億円 ＋１．０％ 

 国 内 旅 行 消 費 額 ２兆５，３６５億円 ▲１．２％ ▲２９８億円 ２兆５，６６３億円 ＋２．８％ 

 海 外 旅 行 消 費 額 ６，０７４億円 ＋３．９％ ＋２２６億円 ５，８４８億円 ＋２．４％ 

 

＊ 旅行人数は、延べ人数数値。平均費用は一人 1回あたりの費用 

＊ 国内旅行人数は宿泊を伴う旅行者の人数（観光および帰省目的の旅行に限る） 

海外旅行人数は出国者数（業務目的の旅行を含む） 

＊ 国内旅行平均費用は、交通費・宿泊費・土産代・食費等の旅行中の諸費用を含む 

＊ 海外旅行平均費用は、燃油サーチャージ含む。旅行先での土産代等の現地支払費用は除く 

＊ 対前年比は小数点第二位以下を四捨五入 

2018 年夏休み (7 月 15 日～8 月 31 日) の旅行動向） 
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旅行やレジャー消費をとりまく社会や経済の環境
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（表２）今後の旅行支出に対する意向（調査月ベース）単一回答（     ）は前回との差/単位％  

 

＊無回答があるため合計 100％にはなりません。 

 

２．この夏の旅行を取り巻く環境と生活者の旅行意向 

今年の夏休み期間は、暦上では 7 月 16 日の「海の日」を含む 3 連休が一回、8 月 11 日の

「山の日」は土曜に重なり、昨年より 3 連休は１回少なくなります。しかしながら企業によ

ってはお盆休みが 8 月 11 日から 16 日までの 6 連休、あるいは 19 日までの 9 連休など、一律

に決まっている場合も多いと考えられます。昨今の働き方改革推進や労働環境の見直しが進めら

れていることから、連続休暇取得への後押しが広がっていそうです。 

同アンケートで今年の夏の生活や旅行について聞いたところ、収入に関しては、「昨年より収

入が減った」と回答した人は 21.3％と前年より 2.0 ポイント減少し、「昨年より収入が増えた」

と回答した人は 15.8％と前年より 0.6 ポイント増加しました。ボーナスに関しては、「今年の夏

はボーナスが減りそうだ」と回答した人は 6.3％で前年より 1.3 ポイント減少しています。「今年

の夏はボーナスが増えそうだ」は 4.6％で前年より 0.1 ポイントの減少で、減少幅は「減りそう

だ」と回答した人より少なくなっています。 

支出に関しては、「先行きがわからないので大きな支出は控えておきたい」は 43.3％と前年よ

り 1.3 ポイント増加しています。収入減と回答した人が減ったにもかかわらず、大きな支出を控

えたいという今の慎重な心理を反映する結果となりました。夏休みについては、「昨年の夏と休

みの長さは変わらない」と回答した人が 36.7％（同＋5.6 ポイント）となりました（表 3）。 

 

（表３）今年の夏の生活や旅行について       （複数回答） 

 

 

　支出を増やしたい 14.4 (▲3.8) 18.3 (+3.5) 14.8 (+3.5)

単価を減らし回数を増やす 12.8 (▲0.2) 12.9 (+0.6) 12.3 (▲0.3)

単価を増やし回数を減らす 6.3 (+0.6) 5.7 (+0.1) 5.6 (▲0.2)

単価も回数も同程度 35.5 (+1.0) 34.5 (▲0.8) 35.3 (▲0.4)

　支出を減らしたい 27.5 (+3.3) 24.3 (▲2.9) 27.1 (▲2.8)

同
程
度

今回（2018年6月） 前回（2017年6月） 前々回（2016年6月）

2018年

％

2017年

％
差

昨年より収入が減った 21.3 23.3 ▲ 2.0

昨年より収入が増えた 15.8 15.2 +0.6

今年の夏はボーナスが減りそうだ 6.3 7.5 ▲ 1.3

今年の夏はボーナスが増えそうだ 4.6 4.7 ▲ 0.1

先行きがわからないので大きな支出は控えておきたい 43.3 42.0 +1.3

物価上昇の前に大きな買物したい 3.3 2.3 +0.9

昨年の夏と休みの長さは変わらない 36.7 31.1 +5.6

昨年夏より長い休みが取れると思う 4.6 6.9 ▲ 2.3

昨年夏より休みは短くなると思う 9.7 9.9 ▲ 0.2

昨年の夏より遠方へ旅行したい 4.4 5.3 ▲ 0.8

昨年の夏より近場の旅行に行きたい 3.4 4.4 ▲ 1.0
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＜2018 年夏休み旅行動向予測＞ 

１．海外旅行人数は、283 万人（前年比＋4.1％）、一人あたりの旅行平均費用は  

214,500 円（前年比▲0.7％）。 出発日のピークは 8 月 11 日(土)、8 月 12 日(日） 

5 月の日本人出国者数（推計値）は、前年比 5.0%増加の 138 万 3,800 人で 1 月から 5 月まで

の累計は 736 万 1,800 人と前年比 3.9％増加となり好調に推移しています（日本政府観光局（Ｊ

ＮＴＯ）6 月 20 日発表）。旅行代金や旅行心理に影響する為替の大きな変動が、ここ最近見られ

ないことからも、引き続きこの夏も海外旅行の意向は高い水準にあると考えられます。また、近

年、アジア各国と日本の都市を結ぶＬＣＣ路線が増加したことは訪日外国人だけではなく、日本

人の旅行者にも新しい交通手段として選択肢を増やしており、アジア方面は、韓国、中国、台湾

などの近場アジアが人気で前年比 5.5％増加の見込みです。ハワイ方面はハワイ島の火山噴火の

影響が心配されましたが、前年比 5.0％増加と堅調に推移しています。ヨーロッパ方面は東欧諸

国やフランスが好調で、前年比 2.5％増加する予測です。以上から、この夏休み期間中の海外旅

行人数は、283 万人（前年比+4.1％）、一人あたりの旅行平均費用は 214,500 円（前年比▲0.7％）

と推計します。海外旅行人数に関しては、これまで最高だった 2012 年の 276 万人を超え、過去

最高となります。 

 

JTB の海外パッケージツアー「ルック JTB」の予約状況によると、2018 年度グローバルディ

スティネーションキャンペーンを実施しているオーストラリアが好調に推移しています。全体的

な出発日のピークは、8 月 11 日（土）、8 月 12 日（日）で、ハワイやオセアニア、アジアなど

の方面では、出発日が分散し、7 月末や 8 月末の出発も目立ちます。旅行代金が比較的安くなる

時期をねらって旅行する様子も見られます。 

 

（表４）各年 6 月末の日本円に対する各国の為替レート           （単位：円） 

 

 

（表５）8 月発券の燃油サーチャージ額の推移 （日本航空の場合/日本発着/往復/単位：円） 

18年 17年 16年 15年 14年 13年 12年

米ドル 111.54 113.00 103.91 123.96 102.36 99.59 80.31

ユーロ 129.41 129.47 115.89 136.99 139.81 130.03 100.24

英ポンド 148.59 149.79 142.41 197.03 176.63 154.30 127.12

100韓国ウォン 10.08 10.01 9.16 11.14 10.22 8.82 7.08

中国元 16.96 16.79 15.76 20.09 16.62 16.35 12.95

東京外国為替相場／T.T.Selling（三菱東京UFJ銀行調べ）

18年 17年 16年 15年 14年 13年 12年

韓国 1,000 400 0 1,000 5,000 4,000 4,400

中国 3,500 1,000 0 5,000 14,000 11,000 9,000

香港 3,500 1,000 0 5,000 14,000 11,000 12,000

台湾 3,500 1,000 0 5,000 14,000 11,000 12,000

グアム・サイパン 4,000 2,000 0 6,000 16,000 13,000 14,000

タイ・シンガポール・マレーシア 6,500 3,000 0 9,000 26,000 21,000 23,000

ハワイ・インドネシア 8,500 4,000 0 12,000 32,000 27,000 30,000

米国・欧州・中東・オセアニア 14,000 7,000 0 21,000 50,000 42,000 47,000
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２. 国内旅行人数は、7,460 万人（前年比±0.0％）、一人あたりの旅行平均費用は  

34,000 円（前年比▲1.2％）。出発日のピークは 8 月 11 日(土)～8 月 15 日(水） 

一方国内旅行は、子供づれの家族旅行が多いため、景気などの影響を受けやすいことから、こ

の夏については、人数は昨年並みの 7,460 万人（前年比±0.0％）、費用は抑え気味の 34,000 円（前

年比▲1.2％）であると推計します。前述のとおり、足元の雇用環境の改善とは裏腹に、今後の

生活への経済的な不安感は継続していると考えられます。 

同アンケートでどのような旅行をする予定か聞いたところ、旅行の同行者は「子供づれ（中学

生まで）」が 36.9％と前年より 1.5 ポイント増加しています（表 6）。旅行の目的は「帰省、離れ

て住む家族と過ごす」が 22.4%（前年比＋1.4 ポイント）と最多ですが、「海辺で保養、海水浴」、

「ハイキング・登山・キャンプ等」も増加しています（表 7）。宿泊施設は「ホテル」が 44.8％

（同▲1.6 ポイント）、「旅館」が 23.5％（同▲1.9 ポイント）と前年より減少し、「民宿・ペンシ

ョン」や、キャンプ場やロッジなどの「その他」が増加しました（表 8）。利用交通機関では、「乗

用車」、「レンタカー」は減少し、「航空機」は増加となりました（表 9）。 

旅行日数は、「1 泊 2 日」45.3％（同＋2.2 ポイント）と「3 泊 4 日」14.0％（同＋3.0 ポイン

ト）が増加し、「2 泊 3 日」32.6％は、前年より 2.8 ポイント減少しました（表 10）。一人あたり

の旅行費用で多かったのは、2 万円未満（22.1％）と 3 万円未満（22.7％）です（表 11）。以上

から今夏は、帰省を兼ねた子供づれの旅行が多そうです。旅館やホテルの利用が減少し、テーマ

パーク・レジャー施設も前年から減少していることから、旅行はするが節約したいという気持ち

が表れていると思われます。 

 国内旅行先では、沖縄（4.7％）、東北（11.0％）、北陸（5.8％）などが前年より増加していま

す（表 12）。JTB 総合研究所が行ったインターネット調査で、国内旅行先を選んだ理由を聞いた

ところ、北海道、東北、中国四国、九州は「帰省先」、北陸、東北は「行きたい旅行先がある」、

甲信越、東海は「泊まりたい宿泊施設がある」、関東は「参加したいイベントの開催地」が多く

なりました。また、同調査で「今年の夏休みで気になっている場所」を聞いたところ、「食をメ

インにしたイベント」が最も多くなりました。夏休みらしく「花火大会」「動物園や水族館」な

どファミリーが行きやすい場所が人気です。 

JTB の国内パッケージツアー「エース JTB」の予約状況によると、出発日ピークは、8 月 11

日（土）～8 月 15 日(水)となっています。ファミリーでリゾートを満喫することができる沖縄の

離島や 4 月に名古屋にオープンした「レゴランド®・ジャパン・ホテル」に泊まるプランなどが

人気です。 
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＜参考＞インターネット調査  今年の夏休みで気になっている場所（TOP10）（複数回答）       

 

  出所：JTB 総合研究所 旅行基礎調査 

＜旅行動向アンケートより＞ 

＊表 6～表 12 は、国内旅行について。表 13、表 14 は海外旅行を含む。 

（表 6）国内旅行の同行者  （単一回答） 

 

（表 7）国内旅行の目的        （単一回答） 
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今年の夏休みで気になっている場所（TOP10）

12才～19才(97) 20才～24才(53) 25才～29才(96) 30才～34才(88) 35才～39才(108) 40才～44才(103)

45才～49才(93) 50才～54才(77) 55才～59才(76) 60才以上(283) 全体（1074）

％ 昨年差

家族づれ 68.9 ▲ 1.6 

子供づれ(中学生まで） 36.9 +1.5 

夫婦のみ 11.0 ▲ 5.6 

三世代 10.2 +1.9 

それ以外（母と娘など） 10.8 +0.6 

家族と友人・知人 7.6 ▲ 1.0 

友人・知人 14.0 +2.7 

団体（職場・地域など） 2.0 ▲ 0.2 

ひとり 6.1 +1.7 

％ 昨年差

1 帰省、離れて住む家族と過ごす 22.4 +1.4 

2 温泉でゆっくりする 11.9 ▲ 0.5 

3 ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ・ﾚｼﾞｬｰ施設 10.8 ▲ 3.3 

4 自然や風景を楽しむ 10.5 ±0.0

5 海辺で保養、海水浴 7.6 +1.8 

6 史跡や名所を見る 6.7 ▲ 0.5 

7 家族や友人との親睦を深める 6.7 ▲ 2.1 

8 ﾊｲｷﾝｸﾞ・登山･ｷｬﾝﾌﾟ等 5.2 +1.6 

9 おいしいものを味わう 5.2 +0.5 

10 観劇、イベント参加、スポーツ観戦 4.4 ±0.0

11 クラブやサークルの旅行や行事 1.7 ▲ 0.8 

12 都会・都市で過ごす 1.5 +0.7 

13 高原で保養・避暑 1.2 ▲ 0.7 

14 リゾートでエステやスパ 0.6 +0.6 

15 ボランティアに参加する 0.3 +0.3 
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（表 8）国内旅行における利用宿泊施設（複数回答） 

 

（表 9）国内旅行の利用交通機関    （複数回答） 

 

（表 10）国内旅行日数 （単一回答） 

  

（表 11）一人当たりの国内旅行費用 （単一回答） 

  

％ 昨年差

ホテル 44.8 ▲ 1.6 

旅館 23.5 ▲ 1.9 

実家・知人宅 26.7 ▲ 0.1 

民宿・ペンション 12.8 +0.4 

その他 4.9 +1.9 

％ 昨年差

乗用車 65.4 ▲ 1.2 

レンタカー 5.8 ▲ 1.9 

*鉄道 25.0 ▲ 1.0 

JR新幹線 14.8 ▲ 2.3 

ＪＲ在来線・私鉄 13.4 ▲ 3.5 

*航空機 14.2 +0.9 

従来の航空会社 13.4 +1.8 

ＬＣＣ 1.7 ▲ 0.8 

長距離バス・貸切バス 4.4 ▲ 3.3 

フェリー・船舶 2.9 +1.0 

その他 0.6 +0.3 

  ％ 昨年差

１泊２日 45.3 +2.2 

２泊３日 32.6 ▲ 2.8 

３泊４日 14.0 +3.0 

４泊５日 2.6 ▲ 1.3 

５泊６日 1.2 ▲ 2.1 

６泊７日 0.3 ±0.0

７泊８日 2.0 +1.4 

８泊以上 1.5 ▲ 0.5 

  ％ 昨年差

1万円未満 10.5 +1.9 

～2万円未満 22.1 +1.7 

～3万円未満 22.7 +0.0 

～4万円未満 7.0 ▲ 1.6 

～5万円未満 15.1 +0.7 

～7万円未満 7.3 ▲ 2.4 

～10万円未満 12.2 +2.3 

～15万円未満 1.5 ▲ 0.7 

15万円以上 1.7 ▲ 0.8 
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（表 12）国内旅行先  （複数回答）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞（表 13）旅行に行かない理由 （海外旅行含む）  （複数回答） 

 

 

（表 14）今後の旅行支出に対する意向の変化（海外旅行含む） （調査月ベース）（表２再掲） 

 

＊表 8、表 9、表 12、表 13 は、複数回答のため合計が 100％を超え、それ以外は、無回答があるため合

計 100％にはなりません。 

 

 

 

％ 昨年差

1 特に旅行したいとは思わない 27.8 +0.4 

2 休暇が取れない 26.6 ▲ 5.3 

3 混雑する時期に旅行したくない 21.5 ▲ 1.0 

4 家の事情で離れられない 16.1 +2.7 

5 夏休み以外の時期に旅行する 15.9 +0.1 

6 家計の制約 15.9 +0.5 

7 暑い時期に旅行したくない 14.6 +2.3 

8 ペットがいるので家を離れられない 10.6 ▲ 1.3 

9 家族等と休日が重ならず 10.3 +0.6 

10 旅行商品や交通等の値段が割高 6.7 +0.6 

11 家にいた方が楽しみが多い 6.1 +1.1 

12 今年は日帰り旅行をしようと思う 4.7 ▲ 0.8 

13 物価が上がったので支出を控える 3.8 +0.9 

14 旅行以外にやりたいことがある 2.5 +0.6 

15 希望する予約が取れない 1.6 +0.7 

　支出を増やしたい 14.4 (▲3.8) 18.3 (+3.5) 14.8 (+3.5)

単価を減らし回数を増やす 12.8 (▲0.2) 12.9 (+0.6) 12.3 (▲0.3)

単価を増やし回数を減らす 6.3 (+0.6) 5.7 (+0.1) 5.6 (▲0.2)

単価も回数も同程度 35.5 (+1.0) 34.5 (▲0.8) 35.3 (▲0.4)

　支出を減らしたい 27.5 (+3.3) 24.3 (▲2.9) 27.1 (▲2.8)

今回（2018年6月） 今回（2017年6月） 前回（2016年6月）

同
程
度

％ 昨年差

北海道 7.8 ▲ 0.4 

東北 11.0 +1.4 

関東 19.8 ▲ 0.4 

甲信越 11.0 +0.8 

北陸 5.8 +1.7 

東海 9.9 +0.8 

近畿 10.8 ▲ 4.4 

中国・四国 9.9 +0.8 

九州 9.3 ▲ 1.7 

沖縄 4.7 +1.6 
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＜旅行動向アンケート 調査方法＞ 

 

調査地点： 全国 200 地点 

調査実施期間：  2018 年 6 月 1 日～13 日 

調査対象： 全国 15 歳以上 79 歳までの男女個人 

サンプル数： 1,200 名 

調査内容： 2018 年 7 月 15 日から 8 月 31 日に実施する１泊以上の旅行 

調査方法： 調査員による質問用紙を使った個別訪問調査 

 

 

 

 

 

 

  

＜報道機関の方からのお問い合わせ先＞ 

ＪＴＢ広報室 ０３－５７９６－５８３３  
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（表 15）2018 年夏休み（7/15～8/31）海外旅行人数推計          （単位：万人） 

 

 

 

 

 

 

2018年 前年比 2017年 前年比

総数 283 +4.1% 272 +3.0%

アジア合計 152.6 +5.5% 144.6 +0.9%
中国 33.9 +4.6% 32.4 +3.2%
韓国 31.3 +5.0% 29.8 ▲1.7%
台湾 22.3 +5.2% 21.2 ▲1.4%
香港 9.2 +9.5% 8.4 +2.4%
タイ 17.8 +6.6% 16.7 +1.8%
シンガポール 8.5 +2.4% 8.3 +1.2%
インドネシア 5.3 +6.0% 5.0 +2.0%
マレーシア 3.2 +10.3% 2.9 +0.0%
（その他） 21.1 +6.0% 19.9 +2.1%

北米州合計 68.4 +2.4% 66.8 +3.9%
ハワイ 27.4 +5.0% 26.1 +5.2%
グアム･サイパン 13.0 +0.8% 12.9 +0.0%
米国本土 23.9 +0.4% 23.8 +4.4%
カナダ 4.1 +2.5% 4.0 +5.3%

欧州合計 45.6 +2.5% 44.5 +8.0%

大洋州合計 11.5 +1.8% 11.3 +3.7%
オーストラリア 6.6 +1.5% 6.5 +3.2%
ニュージーランド 1.4 +0.0% 1.4 +7.7%
南太平洋 3.5 +2.9% 3.4 +3.0%

その他（アフリカ・中南米等） 4.5 +2.3% 4.4 +2.3%

*各国政府・観光局発表の日本人入国者数ならびに法務省統計から推計
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（表 16） 夏休みの旅行動向発表数値の推移  

 

総消費額

総数 国内旅行 海外旅行 国内旅行 海外旅行 （億円）

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比

2000 7,423 7,159 264 35,832 206,065 31,094 

(期間変更）

2001 7,562 7,296 266 35,115 210,149 31,210 

1.9% 1.9% 0.8% ▲ 2.0% 2.0% 0.4%

2002 7,612 7,369 243 33,654 213,091 29,978 

0.7% 1.0% ▲ 8.6% ▲ 4.2% 1.4% ▲ 3.9%

2003 7,535 7,347 188 33,923 222,893 29,113 

▲ 1.0% ▲ 0.3% ▲22.6% 0.8% 4.6% ▲ 2.9%

2004 7,490 7,242 248 34,975 208,851 30,509 

▲ 0.6% ▲ 1.4% 31.9% 3.1% ▲ 6.3% 4.8%

2005 7,604 7,365 239 35,300 214,600 31,128 

1.5% 1.7% ▲ 3.6% 0.9% 2.8% 2.0%

2006 7,657 7,410 247 35,716 223,100 31,977 

0.7% 0.6% 3.3% 1.2% 4.0% 2.7%

2007 7,662 7,420 242 36,200 232,000 32,474 

0.1% 0.1% ▲ 2.0% 1.4% 4.0% 1.6%

2008 7,572 7,348 224 35,800 249,000 31,884 

▲ 1.2% ▲ 1.0% ▲ 7.4% ▲ 1.1% 7.3% ▲ 1.8%

2009 7,353 7,128 225 34,300 212,300 29,225 

▲ 2.9% ▲ 3.0% 0.4% ▲ 4.2% ▲ 14.7% ▲ 8.3%

2010 7,669 7,427 242 35,500 222,100 31,741 

4.3% 4.2% 7.6% 3.5% 4.6% 8.6%

2011 7,524 7,264 260 33,260 227,300 30,070 

▲ 1.9% ▲ 2.2% 7.4% ▲ 6.3% 2.3% ▲ 5.3%

2012 7,736 7,460 276 33,730 231,400 31,546 

2.8% 2.7% 6.2% 1.4% 1.8% 4.9%

2013 7,887 7,624 263 35,010 240,420 33,015 

2.0% 2.2% ▲ 4.7% 3.8% 3.9% 4.7%

2014 7,805 7,545 260 34,850 249,800 32,789 

▲ 1.0% ▲ 1.0% ▲ 1.1% ▲ 0.5% 3.9% ▲ 0.7%

2015 7,803 7,561 242 34,700 251,500 32,317 

▲ 0.0% 0.2% ▲ 6.9% ▲ 0.4% 0.7% ▲ 1.4%

2016 7,674 7,410 264 33,700 216,300 30,681 

▲ 1.7% ▲ 2.0% 9.1% ▲ 2.9% ▲ 14.0% ▲ 5.1%

2017 7,732 7,460 272 34,400 216,000 31,511 

0.7% 0.7% 3.0% 2.1% ▲ 0.1% 1.0%

2018 7,743 7,460 283 34,000 214,500 31,439 

0.1% ±0.0% 4.1% ▲ 1.2% ▲ 0.7% ▲ 0.2%

＊対象期間は７月１５日～８月３１日

＊調査開始は１９６９年。海外旅行人数は実績値。

＊平均費用については、１９９３年より推計。２００３年以前は動向結果により前年の発表数値から一部修正。

＊国内旅行人数は推計値で、２００３年以前は動向結果により前年の発表数値から一部修正。

旅行人数(万人） 旅行平均費用（円）


